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研究概要 

 ゴーシェ病やファブリー病に代表される「ライソゾーム病」は、ライソゾーム内の特定の酵素の欠損により

引き起こされる病気である。酵素補充療法や基質合成抑制療法などの対処療法は存在するものの、根本的な治

療法が存在しないため、指定難病の対象となっている。ライソゾーム病の発症を抑制するには、ライソゾーム

内に蓄積する「脂質」や「ムコ多糖」を取り除くことが重要であるが、これらは安定な分子であるため従来の

医薬品等で分解・除去することは困難である。一方で、水素移動（HAT）触媒は、安定な炭化水素から水素原

子を引き抜くことでラジカル分解を引き起こすことが可能であり、原理的に「脂質」や「ムコ多糖」なども直

接光分解することが可能である。そこで HAT 反応をライソゾーム病の治療法として利用するために、生体透

過性の高い赤色・近赤外光を利用可能な HAT 触媒の開発に着手した。 
成果要約 

 本研究で申請者は、既存の青色 HAT 触媒であ

るエオシン Y に着想を得た赤色光を利用可能なオ

リジナルの HAT 触媒である触媒 1 を開発した

（図 a）。触媒 1 は常に赤色から近赤外領域にかけ

て強い吸収を示す光触媒であり、アルデヒドやベ

ンジル位の水素、エーテルやアルケンのα位水素

など、様々な種類の水素原子をラジカル的に引き

抜くことが可能であった（図 b）。さらに触媒 1 

を基盤としてπ共役系を拡張し、1000 nm 付近の

近赤外領域まで利用可能な近赤外光駆動型 HAT 触

媒である触媒 2 および触媒 3 を新たに開発し

た。とくに触媒 3 は 730 nm の近赤外光を用いた

場合でもアルデヒドを試薬とした光 HAT 反応を

行うことが可能であった。 

 このように本研究では、触媒改良を重ねること

で、生体の光治療に適した赤色および近赤外光を

利用可能な HAT 触媒の開発に成功した。現在、

開発した触媒群を基盤として、オリゴ糖のグリコ

シド結合を選択的に切断する光反応条件の探索を

進めており、今後の継続的な研究により生体糖脂



質の分解が可能な光薬剤の創出が可能であると考えている。 
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